
理科 小学校第６学年 ②

【活用問題】

「植物のつくりとはたらき」 （ ）組 氏

（ ）番 名「 」ヒトや動物の体のつくりとはたらき

まおさんは、学校で学習した｢植物のつくりとはたらき｣について、じゃがいもを使っ

て調べました。

まおさんは、じゃがいもの葉に日光が当たるとでんぷんができることを確かめ（１）
たし

るために、次のような をしました。実験１

〔実験１〕

前日の午後 次の日の朝 ４時間後

アルミニウムはく アルミニウムはくで葉 日光に当てる アルミニウムはくを外し、でん。

で葉全体をおおう の一部分だけをおおう ぷんがあるかどうか調べる。。 。

４時間後の葉をお湯につけてやわらかくし 冷ました後に 水でうすめたヨウ素、 、
そ

液に葉をつけておきました。

下の葉の図で、ヨウ素液につけ、葉の色が変わった部分を、

黒くぬりましょう。また、そう考えた理由を書きましょう。

点線はアルミニウムはくで 理由：

おおっていた部分

（２） まおさんは、植物と動物の空気を通したつながりを下のようにまとめました。

呼 吸植物も
こきゅう

呼吸している

光を受けて

いるとき

じゃがいもなどの植物の葉に日光が当たると、

でんぷんができることを学習したよ。

葉でできたでんぷんは、成長するために使われ

たり、いもや種子などにたくわえられたりするね。

私たちは、いもを食べることで、いもにたくわ

えられたでんぷんなどの養分を、体の中に取り入

れているんだね。

植 物 動 物

二酸化炭素

酸 素



まおさんは、このことを調べるために、次のような をしました。実験２

〔実験２〕

ポリエチレンの 袋 ＡとＢにストローを１
ふくろ

さし、そこから吸ったりはいたりして息を

入れ、袋の中の二酸化炭素と酸素の割合
に さん か たん そ さん そ わりあい

二酸化炭素( )
を調べました。

%

右の図は、そのときの二酸化炭素

と酸素の気体検知管の目盛りを
けん ち め も

。示しています
しめ 酸素

( )%

２ 同じくらいの大きさの葉をポリエチレンのＡとＢに同じ枚数 入れ、ずつ
まいすう

Ａは日光の当たる場所に、Ｂは日光の当たらない暗い場所におきました。
太陽

Ａ：日光のよく当たる場所 Ｂ：日光の当たらない

暗い場所

３ ５時間後、ポリエチレンの袋Ａの中の二酸化炭素と酸素の割合を、気体検知管

で調べました。

４ ３のポリエチレンの袋ＡとＢに石灰水を入れてよくふり、石灰水の色の変化
せっかいすい

を調べました。

① の３で、ポリエチレンの袋Ａの中の二酸化炭素と酸素の割合を、気体検知実験２

管で調べたときの目盛りのようすを正しく表しているのは、次のア～エのどれにな

りますか、記号を選びましょう。また、二酸化炭素と酸素の割合がそのように変化

した理由を書きましょう。

二酸化炭素 二酸化炭素

（％） （％）
ア イ

酸 素 酸 素

（％） （％）

二酸化炭素 二酸化炭素

（％） （％）
ウ エ

酸 素 酸 素

（％） （％）

記号 理由

② の４で、ポリエチレンの袋ＡとＢに石灰水を入れてよくふると石灰水の色実験２

は、それぞれどのようになりますか。次のア、イから選びましょう。

ポリエチレンの袋Ａア 白くにごる

イ あまり変化しない
ポリエチレンの袋Ｂ
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息を入れた直後のポリエチレンの袋

ＡとＢの二酸化炭素と酸素の割合


